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1学年
小学校6年生
2　単元名
「くらべ方を考えよう」（単位量あたりの大きさ）全9時間
3　単元の目標
単位量あたりの考えを用いて2つの量をくらべたり，速さの意味や表し方を知り，速さに
関する計算ができる．
4　数学的な見方・考え方を育てるための授業の在り方
4．1スキーマの形成を促すための学習指導
認知科学では，人間の思考活動において，知識や概念を表現するために構造化組織化され
た単位の「スキーマschema」が考えられている．心理学においては，バートレット
（Bartlett，1932）やピアジェ（Piaget，1952）などが，人間の思考行動における組織化され
た知識の役割の重要性を指摘し，スキーマという名称を使用した．より古くは，カント
（Kant，1787）にその原型をみることができる．スキーマは，人間の知識の内部表現の研究
において中心的概念となっている［戸田正直1986］．スキーマは，知識の単位として研究さ
れており，様々なスキーマ表現の提案がなされている．
スキーマに情報があてはめられたとき「理解した」「分かった」と考えることができる．し
たがって，情報をあてはめる基になるスキーマを形成させる必要があると考える．
スキーマは，個人が一人で自分の頭の中に作り上げるものと考えられていたが，児童個人が
頭の中に知識を作り上げるという構成主義の考え方で児童の学習を考えるのではなく，社会・
文化的文脈あるいは状況の中で他者との相互作用を通して知識が作られると社会的構成主義
という考え方が注目されている．児童個人に対し，スキーマを獲得させる学習活動を直接行う
のではなく，学習共同体の中に児童が参加して成長していくことが学習であるという考え方で
ある．
4．2　児童に身につけさせたいスキーマ
実践校で使用されている教科書は啓林館「わくわく算数6上」で，単位量あたりの大きさを学
習する「くらべ方を考えよう」の単元は，「単位量あたりの大きさ」と「速さ」の二つの小単元に
分かれている．この教科書の「単位量あたりの大きさ」では，部屋の混み具合に始まり，自動車
の燃費，収穫高，人口密度の問題で単位量あたりの考えについて学習し，単位量あたりの考え
をもとに単元の後半で速さ，道のり，時間のそれぞれを求める学習をするように構成されてい
る．
（1）こみ具合スキーマ
「人やものなどの数」と「広さ」の2つの量をもとに，広さに対する「人」や「もの」の数
で表されるので，こみ具合は「人やものの数÷広さ」という計算で求められる．
こみ具合を考える場合にまず，「ものの数」と「広さ」に着目し，ものとは何か（対象a），
その大きさはどれくらいあるか（大きさⅩ），広さとはどこのことか（対象b），その大きさは
どれだけか（大きさy）を捉える必要がある．これが「見方」となる．この見方によって捉え
た2つの大きさに基づいて，「広さ」に対する「ものの数」からこみ具合が求まるという「考
え方」ができる．結果として広さ1単位あたりのものの数，すなわち「ものの数÷広さ」とい
う計算式になり，その計算式に見方で捉えた大きさ反，y）を当てはめる．
これが人間の認知におけるこみ具合
に関する見方と考え方のスキーマであ
ると考えることができる．これを図1
に表す．図では，「見方」で捉えた大き
さ反，y）を，「考え方」の計算式に当
てはめることを破線で結んで表してい
る．また，「見方」と「考え方」の両方
を合わせた全体が一つのスキーマとなる
（2）その他のスキーマ
本単元で学習する「こみ具合」，「仕事
量」，「速さ」は，いずれも単位量あたり
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図1　こみ具合スキーマ
の考えを使って表される．したがって，先に示したこみ具合と同様に，仕事量スキーマや速さ
スキーマも，図2，図3に示すようになる．
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図2　仕事量スキーマ
（3）単位量あたりの考えスキーマ
本単元で最終的に身につけさせたいのは，
こみ具合や人口密度における「見方」とは
「動く量」，速さでは「道のり」と「時間」
という2つの異なる量を捉えることである
「考え方」とは，見方で捉えた2つの
量のうち一方の量を1単位あたりにして
表すことであり，その単位はk適・前・l・
時間・分・秒などがあげられる．これら
の「見方」「考え方」を「単位量あたりの
考えスキーマ」として表すと図4のよう
になる．
学習者が，このようなスキーマを認知
的に形成できると理解したことになる．
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図3　速さスキーマ
「単位量あたりの考えスキーマ」である．
「広さ」と「ものの数」，仕事量では「燃料」と
見　方
異なる2つの量で表される量
こみ具合・人口密度（広さとものの数〉
仕事量（燃料と動く量）
速さ（道のりと時間）
考え方
1（）あたりの量で表す
kポ・ポ・リットル・時間・分・秒
図4　単位量あたりの考えスキーマ
5　指導計画
5．1学習の流れ
本研究では，子どもが学習共同体のメンバーとして学習に参加し，そこへの参加の仕方を変
化させながら学習共同体の活動により深く関与するようになる学習の流れを構想する．そして，
仲間との共同的活動によって数学的な見方・考え方についての知識や理解を深め，共同構築す
る過程を経て，子どもが自分の知識や考え方の再構築をし，認識を深められるようにする．
はじめに，児童は学習の対象と出会い，自分が学習の対象に対してどう関わっているのか，
また，どんな考えをもっているのかについて認識する．そうすることによって，児童は学習へ
の目的や動機を見出し，学習共同体に参加する．次に，児童は，認知の構造を考慮した問題や
指導法によって数学的な見方・考え方を学ぶ．教師は，単元において児童に学ばせる内容に対
し，問題の配列や「見方」「考え方」のスキーマ構造を考える．児童は，ここで学んだスキー
マ構造を使い，日常事象の中の問題について解決する．その時，教師は，児童の最近接発達嶺
域となるコミュニケーションの場を設定する．児童は，教師の設定した場において，仲間との
共同作業を行い，言語によるコミュニケーション活動を行いながら，数学的な見方・考え方を
確かなものとする．このコミュニケーションの場を実現するために，学習支援システムを開発
して導入する．数学的な見方・考え方が深まった児童は，次に個人での作業を行い，自分の責
任において問題解決を行う．児童は，問題解決の方法を説明することで，数学的な見方・考え
方に対して自分がどこまでわかっているのか，また，わかっていないことは何かについて確認
する．最後に，今までの学習を振り返り，自分の知識や考え方を再構築し，自分の成長につい
て認識する．
このような学習への参加の仕方と認知を考慮した指導法による学習の流れで，児童が数学的
な見方・考え方を身に付けることを目指す．この学習の流れを図5に示す．
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この授業の全体構成を表1に示す．
表1学習の流れ
l‾‾時間＿】
聖二：
第2時
第3時
単元の流れ
単比重　たりの　え」
（こみ具合）
「単位量あたりの考え」
（人口密度）
（仕事量）
参加形態
個から集団
集団
（相互作
用の場）
社会的構成主義に基づいた学習の流
1学習の目的や動機を兄いだし共同
体に参加する
2新しい体験をしたり新しい知識に
ふれたりする
③言語や文化的道具を媒介としたコ
ミュニケーションを行い、知の獲得
と理解の深化を行う
4寸
第5時　　　「速　さ」
第6時（速さ・道のり・時間）
第7時
第8時　　　　練習問題
恒可　まとめ
4学習共同体において知識や考えを
創りだし、共有化を行う 集団
（相互作
用の場）
集団から個5日分自身の知識や考えを再吟味し、学習を振り返り自己を認識する
5．2　学習支援システム
仲間との共同作業（4時間）の時間では，児童がスキーマを一人でつくる，あるいは教師が
教え込むのではなく，子供同士の相互作用によって作り上げていけるように，コンピュータの
個人学習ファイルや学習会議室を装備した学習支援システムを活用する．
本システムの学習機能として，次の3つを組み込む．
①見方・考え方のスキーマをつくる機能
②他者の見方・考え方を閲覧し，参考にする機能
③意見を交流する投稿・閲覧ができるコミュニケーション機能
図6にトップページインターフェイスのシステム構造を，図7にトップページを示す．
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図6　トップページインターフェイスの
システム構造
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5．3　ワークシート
授業では，「こみ具合スキーマ」，「仕事量スキーマ」，
「速さスキーマ」「道のりスキーマ」「時間スキーマ」
と，単元のまとめとしての「単位量あたりの考えスキ
ーマ」を児童に身につけさせる．そのために，スキー　ヨ
マに合わせたワークシートを準備し，児童が自分でワ
ークシートを完成させることによってスキーマをつく
っていけるように支援する．スキーマをもとに，見方
と考え方の枠に分け，枠の中には児童が自由に記述で
きるようなワークシートを作った．
図8に，ワークシートの枠組みを示す．
6　授業実践
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図8　ワークシートの枠組み
6．1指導計画
2005年9月にF県S町立K小学校6年A組36名（男子17名，女子19名）を対象に授
業実践を行った．授業の全体構成（全9時間）を表1に示す．
表2　指導計画（全9時間）
［　次　l時間】　　　　　　　　　　　　　学習内容
1単位量
あたり
の大き
さ ［：〈
こみ具合の表し方を考えよう〉
こみ具合の表し方を考え，数学的な見方・考え方をスキーマで捉え，広さ
1あたりの人数で表されることを知る。
2つの量の関係で表される量があることを知る。
［］
［］
〈人口密度のくらべ方を考えよう〉
人口密度の表し方を考え，広さ1？あたりの人口で表されることを知る。
〈仕事量のくらべ方を考えよう〉
仕事量の表し方を考え　燃料1あたりに働く量で表されることを知る。
2
速さ［］
〈速さくらべをしよう〉
一定時間に進む道のりで速さくらべをし，速さの「見方」を捉える。
□〈速さの表し方を考えよう〉
道のりと時間を使って速さが表されることを知り，速さや道のり，時間を
表したり説明したりする。
□〈練習問題をしよう〉
練習問題をし，本単元で学習した数学的な見方・考え方が使えるように
なる
門門＝ 〈学習のまとめをしよう〉単元を通して身につけた知識を確かめ　学習の自己評価をする。
6．2　第1次第1時の学習活動
第1次第1時の学習活動では，児童にとって新しい量であるこみ具合という言葉の意味を確
認した後，図9に示す問題を提示し表し方を考えさせた．
〔問題〕
たたみ10枚の部屋を6人で使うのと，たたみ8枚の部屋を5人で使うのでは，ど
ちらがこんでいるでしょうか．
図9　こみ具合の問題
はじめに，「たたみの数」がそろっていれば「子どもの数」が多い方がこんでいるというこ
とと，「子どもの数」が同じであれば「たたみの数」が少ない方がこんでいるといえることを
確認したあとで、「たたみの数」と「子どもの数」のどちらも違うときは，どのように考えて
こみ具合をくらべたらいいかという過程を経て問題を提示した．
個人で考える時間の前に，一人あたりの広さで考えたらいいという解決の見通しを発表した
児童がいた．そのことも参考にしながら、児童を封国人でくらべ方を考えた．考える際には，座
席が近くの人と相談してもいいこととした．
こみ具合のくらべ方について，学級全体で個人の考えを発表した．
見方に関しては，全ての児童がたたみの数と人数として捉えていた．考え方に関しては，2通
りの考えが発表された．児童の考えを図10に示す．
1．「あまったたたみの数」で考える．
A：10－6＝4
C：8－5＝3　　　あまった数多いAが広い
A．Aは4枚あまっているので，Cの方がこんでいる
A．Aは1．7枚で，Cは1．6枚なのでCの方がこんでいる
2．一人分の広さで考える．
A：10÷6＝1卑6・
C：8÷5＝1．6
図10　児童から出されたこみ具合の考え方
2つの考え方に対して質問や意見を話し合ったが，1の「あまったたたみの数」でくらべる
のか，2の「一人分の広さで考える」のか，あるいはどちらの考え方も正しいのか間違ってい
るのか解決できなかった．そこで，はかの問題でもそれぞれの考え方が使えるのかを，練習問
題で試してみることにした．
練習問題は，1の「あまったたたみの数」で考えると答えが同じになるような2つの部屋の
こみ具合をくらべる問題を提示した．児童は，両方の考え方で問題を解いたり，正しいと思う
方で解いたり，1間目と同じ考え方で解いたりしていた．練習問題では考え方が違うと答えま
で違ってくることや，1の「あまったたたみの数」で考えた場合には，こみ具合が同じという
答えになることから，児童はどちらかが間違った考え方なのではないかと考え始めた．
その後の学級全体での話し合いで，「あまったたたみの数」で考えるのではなく「一人分の
広さ」で考えたらくらべられるということにまとめられた．教師からの説明でまとめたのでは
なく，できるだけ児童の発言の中で解決し納得できるように時間を与えた・
6．3　第1次第2時の学習活動
本時の学習は，前時で学習したこみ具合の表し方をもとに人口密度について学習した．学習
の様子を図11に示す．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　　教師の支援
人口密度をくらべる方法を考えよう
前時の学習内容を確認し，本時の課題である人口
密度の問題を考えた．
ワークシートに，見方と考え方に分けて自分の考
えを書いていき、式ができたら計算は計算機を使っ
て行った．
自分の考えができたら，座席が近くの友達に自分
の考えを説明し，お互いの考えを確かめ合った．
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学級全体で、個人の考えを発表した．一人分の広
さで計算する考えと，1kdあたりの人数で計算する
考えが出され，人口密度や一般的なこみ具合とは後
者の考え方で表されるものであることを知った．
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前時の学習を想起させた．
問題の人数は，単位が「人」では
なく「万人」であることに注目させ
た．
計算が苦手な児童が多く，人口密
度の問題では数が大きく計算も難
しく感じるので，計算機を使うよう
に指示した．
前時での見方は，たたみの数と表
されていたが，本時の問題では面積
と表され，どちらも広さを表してい
ることを確認した
人数の方が大きな数になるので，
人数÷面積で計算している児童も
多く，その児童には，何を計算して
いるのかを考えさせた．
一人分の広さ（面積÷人数）で考
える方法と，1kdあたりの人数（人
数÷面積）で考える2つの方法を整
理し，面積の狭い方がこんでいると
判断するより，人数の多い方がこん
でいると判断する方が理解しやす
いので，人口密度も含めて一般的に
は単位面積あたりの人数で表され
るということを確認した．
図11第1次第2時の学習活動
6．4　第1次第3時の学習活動
第1次第3時は，これまでの面積と人数ではない量に着目し，仕事量の表し方を学習した．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　　教師の支援
仕事量をくらべる方法を考えよう
1あたりで考えて仕事量のくらべ方につい
て考える問題を提示したあと，仕事量という言
葉の意味について簡単に確認した．
ワークシートを使って，個人で見方・考え方
を書く時間とし，自分の考えができた児童は，
座席が近くの友達に自分の考えを説明し，お互
いの考えを確かめ合った．
練習問題を2間解き，仕事量に関する見方と考
え方をワークシートに書きこんだ．
練習問題を黒板で発表し，考え方を言葉で説
明した．
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こみ具合や人口密度のくらべ方を
振り返り，一人あたりの面積で考え
たり，面積1あたり（たたみの数1
枚や1？あたり）の人数で考えたり
したことを想起させ，どちらも1あ
たりで考えていたことに気付くよう
指導した．
はじめに見方を考えさせ，全体で
見方について確認した後で，考え方
について自分の考えをつくる時間と
した．??
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練習問題の考え方を，代表児童に黒
板に書かせた上で，どのように考えて
どういう式と答えになったかを説明
するように指示をして発表させた．
図12　第1次第3時の学習活動
6．5　第2次第1時の学習活動
第2次では，速さについて学習する．第1時では，一定の時間に進むことができる距離を測
るという体験活動を行い，速さを表すための見方について考えた．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　　教師の支援
速さくらべをしよう
これまでの生活の中で速さをくらべたことを
思い出した．6年生になって速さをくらべたのは
100m走で，きょりが決まっていてタイムを計っ
てくらべる方法であったことを確認した．
タイムを決めて歩いたきょりを測ってくらべ
る速さくらべもできることを知り，実際にやって
みた．
速さくらべの活動とこれまでの経験をもとに，
速さを表すための見方について会議室でコミュ
ニケーション活動を行い，考えをつくっていっ
た．
生活の中から，児童の経験をもとに
速さについて想起させる．
速さは，時間と距離の2つの量の割
合で表されることと、単位時間に進む
道のりで表すことにつながるように，
時間を決めて歩いたきょりでくらべ
る体験をさせた．
学習支援システムを使った初めて
の学習であるので，まず，本時で利用
する会議室の使い方についてのみ指
導した．
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図13　第2次第1時の学習活動
6．6　第2次第2時の学習活動
第2次第2時では，前時に学習した見方を使って速さを表す考え方について考えた．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　　教師の支援
速さの求め方を考えよう
第2時第1時で学習した見方について想起し，
本時は速さの考え方について学習することを確
かめた後，個人学習ファイルの使い方の説明を聞
いた．
ワークシートに自分の考えを書いていった．自
分だけで考えるのがむずかしい児童は，会議室の
投稿をみたり質問したりしながら自分の考えを
つくることができた．
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ワークシートで考えができたら，コンピュータ
上の個人学習ファイルに情報を入力していった．
個人学習ファイルに情報を入力できたら，資料を
貼り付けて会議室で投稿したり，お互いの考えに
対して質問や意見を交換することができた．
全体で，個人学習ファイルの使い方
を説明した後，個人指導をして回っ
た．
単位を入力したり，文字入力が苦手
な児童が文字入力をしたりするため
に，文字パレットを使って入力できる
ことを指導した．
友達の考えを参照できる時間をで
きるだけ確保するように努めた．
図14　第2次第2時の学習活動
6．7　第2次第3時の学習活動
第2次第3時では，前時に考えた速さの考え方についてまとめた後，道のりの求め方につい
て考えた．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　教師の支援
速さの考え方について出された3つの考え方を
確認し，それぞれの考え方について総合会議室で
質問や意見を出し合いながら検討した．
時間の単位を時間から分に直したり，きょりの
の単位をkmからmに直さなくても考え方は同じだ
ということから、速さを求めるのは1時間あたり
に走るきょりで表すのできょり÷時間という計算
になるとまとめられた．また，道のりや時速，分
速，秒速という言葉について知った．
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道のりの求め方を考えよう
道のりの問題について，ワークシートや個人学習
ファイルで自分の考えをつくっていった．また，
個人学習ファイルに情報を入力できたら，資料を
貼り付けて会議室で投稿したり，お互いの考えに
対して質問や意見を交換したりすることができた
限られた時間で3つの考え方
について検討させるために，総合
会議室をつかうことを指示した．
速さを表現する時の用語とし
て，時速・分速・秒速という言葉や
道のりという表現の仕方につい
て説明した．
見方と考え方を同時に考える
ように指示したので，机間巡視を
しながら見方が捉えられていな
い児童はいないか一人一人確か
めてまわった．
図15　第2次第3時の学習活動
6．8　第2次第4時の学習活動
第2次第4時では，前時に考えた速さの考え方についてまとめた後，道のりの求め方につい
て考えた．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　教師の支援
道のりの見方・考え方について出された意見
を確認し，それぞれについて質問や意見を出し
合いながら検討した．
何を計算した式なのか，式の意味について考
え質問や意見を発表しながら，（道のり）＝（速
さ）×（時間）というまとめができた．
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時間の求め方を考えよう
時間の問題について，ワークシートや個人学
習ファイルで自分の考えをつくっていった．ま
た，個人学習ファイルに情報を入力できたら，
資料を貼り付けて会議室で投稿したり，お互い
の考えに対して質問や意見を交換することがで
きた．
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見方については，多くの児童が秒
速と時間としていたので，速さと時
間として捉え，速さのほうに時速・
分速・秒速をつけて考えるように指
導した．
考え方は，3つの考え方が出され
たが，式の意味を考えさせ，何故違
うか理由をはっきり説明させた上
で正しい考え方に導けるようにし
た．
図16　第2次第4時の学習活動
6．9　第2次第5時の学習活動
第2次第5時では，前時に考えた時間の考え方についてまとめた後，これまでに学習してき
た内容の共通点について考え，単元のまとめをつくった．
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　教師の支援
くらべ方をまとめよう
総合会議室で第2次第4時の時間の求め方
についてのまとめを行った．どんな見方をして
どのように考えて求めたかを確認した．計算の
結果から答えを出すときにそのまま2．5時間と
するのか，四捨五入して3時間とするのかにつ
いて意見が分かれ，学級全体で考え暫く意見の
やりとりがあったが，最後は教師から説明を加
えて答えを出した．
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総合会議室で話し合った後，学級全体で単元
のまとめをつくることができた．
こみ具合，人口密度，仕事量，速
さの見方・考え方を書いたものを掲
示し，それらに共通するところ，似
ているところはないか考えさせた．
図17　第2次第5時の学習活動
6．10　第3次の学習活動
第3次では，
学習内容と児童の活動　　　　　　　　　　　　教師の支援
練習問題をして，学習のまとめをしよう
単元全体を振り返り，学習したことを確認した
あとで本時のめあてをもった．
児童は自分のペースで練習問題に取り組み，見
方と考え方に分けてプリントに書き込んでいっ
た．
練習問題の中から1間選んで，丑の友達と見方
や考え方を説明しあい、確認し合った．恥ずかし
そうに説明する児童も見られたが，一人一間ずつ
説明し合うことができていた．
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練習問題は，本単元で学習してき
た内容を一通り含んだものと，それ
以外の事例や発展問題を準備した．
・こみ具合　・人口密度
・仕事量
・速さ（時速・分速・秒速）
・道のり　　　・時間
・収穫高　　・発展問題
一人一人に見方と考え方が身に
付いているか確かめ，十分に記述で
きていない児童には口頭で説明さ
せて確認していった．
計算機を使えるように一人一つ
ずつ用意した．
理解の様子が心配な児童の説明
を聞き，説明ができるように助言し
たり説明ができた児童には賞賛し
たりして，児童が自己の成長を感じ
られるように支援した．
図18　第3次の学習活動
7　実践の成果と課題
学習後に行ったスキーマ確認テストの結果から，こみ具合，仕事量，速さの見方に関しては，と
もに90％前後の正答率であった．考え方に関しても80％前後の正答率であったが，単位量あたりの
考えスキーマに関しては，見方の正答率が25％，考え方の正答率が60％に止まっている．
表3　スキーマ確認テスト正答率
」「＿Tこ　六ロ・．ロ
コ5「」巨∃
日「」目目 自白l詮ロ　こ　の加え
愚兢醗拍聖拍鷺拍曇翫幽「88耳「82朝　　線瑚l旺潮　叫8信川田耳「77」日蝕凍「舶
学習支援システムを使用したことに関しては，「会議室で個人学習ファイルを見せ合いながら意見交
換をするという学習の仕方がわかりやすい」と答えた児童は89％であった．また，「意見を言いや
すい」，「通常の授業ではあまり発表しない人の意見を見ることができる」，「自分の意見を伝えるこ
とが前よりもしっかりとできるようになった」などの肯定的な感想が得られた．
・コンピュータを使ったほうが意見を言いやすい
・あまり発表しない人の意見が見れたりすぐ意見がいえるからいい
・発表するより意見がふえていたのでいいと思いました
・自分の意見を伝えることが前よりもしっかりとできるようになった
・人とこんなに話して分かったことがなかったから人と話すことはたいせつなんだ
な－と思った
・不安だった自分にあってるんだよ、同じだよというように送ってくるとうれしい
です
・ふつうにしゃべる時よりパソコンの勉強にもなるし，絵や図などで説明できるの
でいいと思う
・直接友達と話し合いをするよりパソコンでするとしっかり図や言葉をまとめるこ
とができるのでパソコンを使った意見こうかんは良いなと思いました
図19　学習後のアンケートより
学習中の様子から，児童は問題を読んだら真っ先に何算になるのかを考えるという思考の流
れが強いように感じた．その傾向は，単元の初めの頃に特に強く感じ，学習を進めていくうち
に少しずつ薄れたものの，まだ児童の中に残っている．このような傾向をなくしていくために
は，問題を読んだ後にすぐさま式と答えを考え，正解を得ることばかりに重点をおいた学習で
はなく，問題の中の数値やそれらの意味，関係をしっかりと捉え，どのような考え方で考える
とどのような式になり，答えを求めることができるのかという流れで丁寧に考えさせる学習を
多く体験させ，その様な思考の重要性を児童にもたせることが必要である．
このような学習方法は，コミュニケーションの時間を十分に取ることでより高い効果が期待
できるので，より多くの単元の学習時間が必要となる．年間の授業時数が決まっている中で，
このような学習方法を全ての学習単元で実践するのは難しいと考える．しかし、児童にとって
わかりやすい，またこのような学習方法で学習したいという効果的な学習方法であるならば，
実践をする価値や必要があるといえる．そこで，年間の単元計画を見通して，児童にとって理
解しにくい学習内容の単元に絞って実践するという形であれば可能である．
